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Geographical distribution and the present living situation of Colobaspis japonica (Baly, 1873) 
(Chrysomelidae, Megalopodinae) in Toyama Prefecture, Hokuriku District, central Honshu, Japan
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13-45 Minami-Taikôyama, Imizu-shi, Toyama, 939-0364 Japan

Summary: Geographical distribution and the present living situation of Colobaspis japonica (Baly, 1873) 
(Chrysomelidae, Megalopodinae) in Toyama Prefecture, Hokuriku District, central Honshu, Japan, were reported 
based on some known and a number of unpublished collecting records with some comments on their host plants 
and female oviposition behavior observed in the field by the present author since 1974. 

はじめに
カタビロハムシ Colobaspis japonica (Baly, 1873) 

は，ハムシ科 Chrysomelidae，カタビロハムシ亜科
Megalopodinae に属する，この亜科唯一の邦産種
で，本州・四国・九州に分布する．寄主植物とし
ては，モクセイ科 Oleaceae のトネリコ属 Fraxinus
およびイボタノキ属 Ligustrum の種が知られてい
る（cf. Chûjô & Kimoto, 1961; 大野 ,  1997）．高橋

（1996）は 2 府 16 県から報告された 38 篇の，大
野（1997）は高橋の報文も含めた 2 府 29 県から報
告された 127 篇の，それぞれ文献情報に基づいて，
地理的分布を初めとする ‘ 自然誌的知見 ’ を纏めて
いる．本種の地理的分布の概要は，その時点でほ
ぼ把握されたと言って良い．大野の包括的報文以
降，筆者の知り得た限り，本州では静岡県（多比
良，2005; ただし，これは平井 （1979） の記録の採
録），神奈川県（平野，2007）および東京都（中村，
2009）からも記録され，既知の産地は青森から山
口までの 1 都 2 府 27 県に及ぶ．四国では徳島 1 県
のみから，九州では大分・福岡・佐賀の 3 県から
報告されている．公表された記録が現時点でまっ
たくないのは，本州では千葉，奈良，和歌山，鳥
取の 4 県，四国では香川，愛媛，高知の 3 県，九
州では中南部の佐賀，熊本，宮崎，鹿児島の 4 県
であると思われる．国外では中国東北部にも分布
するとされていた（Yu & Liang, 2002）が，筆者は，
最近 Temnaspis syringa Li et H. B. Liang, 2013 として
記載された（Li, Liang & Liang, 2013）種がそれに
該当するのではないかと推定している．他に文献
記録からはアムール地方にも産するとされてきた

（cf. 大野，1977）が，既知見を総合的に考えると，

日本産のカタビロハムシは，日本固有種である可
能性が高い．

富山県からは田中（1971）による下新川郡宇奈月
町 [ 現黒部市 ] 僧ヶ岳の記録 [ 採集データは不記載
だが，富山県昆虫研究会編（1979）に引用される際
に明記された．また，筆者が 1974 年に富山市八尾
町で採集している旨の注記があるが，採集データは
不記載 ] と北村（1982）による砺波市井栗谷の記録
がある他，富山県自然保護団体連絡協議会編（1994）
に富山市呉羽丘陵に産することが記されている（採
集データ不記載．関係部分は，筆者が執筆・監修）．

本稿では，カタビロハムシについて，既記録に
筆者の手許の未公表の採集データを加えて，富山
県における地理的分布と現在の生息状況などにつ
いての概要を報告する．なお，カタビロハムシ亜
科の系統分類学的位置に関しては諸説があり，従
来知見の乏しかった本亜科の生活史なども近年い
くつかの属で明らかにされてきているため，筆者
は，私見を交えて近年の研究動向について紹介・
解説した別稿を準備中である．

カタビロハムシの富山県下の地理的分布
富山県下における本種の既知生息地は，Fig. 1 上

に◯で示した以下の 4 カ所である（頭のアラビア
数字は地図上のそれと対応する）：1. 1 ex. [♂], 黒部
市宇奈月町僧ヶ岳 , 2-VI-1963, C. Tanaka leg. [ 田中 
1971, 富山県昆虫研究会編 1979]； 2. 富山市呉羽丘
陵城山 , K. Suzuki leg. [ 採集データ不記載 . 富山県自
然保護団体連絡協議会編 1994];3. 1♂, 砺波市井栗谷 , 
9-VI-1978, S. Kitamura leg. [ 北村 1982]; 4. 富山市八
尾町 [ 採集データ不記載 . 富山県昆虫研究会編 1979; 
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[ 下笹原 , V-1974, K. Suzuki leg.; 本稿で初めて明記 ]
富山県在住の北村征三郎，野村孝昭両氏および

筆者所蔵の本種の富山県における未記録の標本と
その生息地は，Fig. 1 上に●で示した以下の 9 ヶ所
である（頭のアラビア数字は地図上のそれと対応
する）．採集者名は，採集年月日の後に次の記号で
示した ― SK: 北村 ; TN: 野村 ; KS: 鈴木 ―：5. 1♀, 
中新川郡立山町美女平 , 18-VI-1990, TN; 6. 1♀, 富
山市大山町有峰 , 5-VII-1992, SK; 7. 2♂♂3♀♀, 富山
市大沢野町御鷹山 , 28-IV-2002, KS; 4♀♀, 同所 , 16-
IV-2004, KS.; 8. 1♀, 富山市婦中町平等 , 9-V-1993, 
SK; 9. 1♂1♀, 富 山 市 八 尾 町 三 田 , 20-IV-1999, KS; 
2♂♂6♀♀, 同 所 , 21-IV-1999, KS; 1♀, 同 所 , 30-IV-
1999, KS; 4 ♀♀, 同所 , 1-V-1999, KS; 5♂♂4♀♀, 同所 , 
22-IV-2004, KS; 2♀♀, 同所 , 26-IV-2004, KS; 1♀, 同
所 , 29-IV-2004, KS; 1♂2♀♀, 同所 , 3-V-2005, KS; 1 ♂, 
同所 , 25-IV-2006, KS; 1♂1♀, 同所 , 30-IV-2006, KS; 
1♂3♀♀, 同所 , 29-IV-2006, KS; 1♂1♀, 同所 , 30-IV-
2006, KS; 1♀, 同所 , 6-V-2006, KS; 4♂♂2♀♀, 同所 , 

24-IV-2007, KS; 3♂♂1♀, 同 所 , 26-IV-2007, KS; 1♂, 
同所 , 3-V-2007, KS; 3♂♂2♀♀, 同所 , 25-IV-2008, KS; 
3♂♂1♀, 同所 , 27-IV-2008, KS; 2♂♂3♀♀, 同所 , 28-
IV-2008, KS; 1♀, 25-IV-2009, KS; 1♂3♀♀, 同所 , 29-
IV-2009, KS; 1♂, 同所 , 4-V-2011, KS; 1♂1♀, 同所 , 
24-IV-2012, KS; 1♂2♀♀, 同所 , 2-V-2012, KS; 1♂1♀, 
同所 , 2-V-2014, KS; 10. 1♀, 富山市八尾町大長谷袖
山 , 16-V-2006, KS; 11. 1♀, 砺波市福山 , 11-IV-2014, 
SK; 12. 1♀, 南砺市利賀村上百瀬 , 24-V-1991, TN; 13. 
1♀, 南砺市城端町縄ヶ池 , 27-V-1987, TN. 

富山県におけるカタビロハムシの生息状況と今後の
課題など

本種の生活史や生態に関する報告は，かなりあ
るものの，成虫の出現時期，寄主植物，産卵時に
寄主植物の新梢先端部を大顎で切断する ♀ 成虫
の習性などに関する断片的な観察記録が多く，大
野（1997）が慨嘆しているように，尾田（1954）
や高倉（1955）による野外観察に基づく報告以

Fig. 1. Geographical distribution of Colobaspis japonica (Baly, 1873) in Toyama Prefecture, central Honshu, Japan. ◯：Known 
habitats, ●：newly additional habitats. 富山県におけるカタビロハムシの地理的分布．◯：既知産地, ●：新産地.
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Fig. 2. Female adult of Colobaspis japonica and a host plant Fraxinus sieboldiana (Oleaceae). — a. Female laying eggs into a central 
young stem of a host plant; b. female adult (enlarged); c. a tiller of a host plant. Apices of several young shoots cut off by a 
female adult for laying eggs; d. do (enlarged); e. a bite (white arrow) remained a just below of a central young shoot cut by a 
female adult at laying eggs. All were observed at Mita, Yatsuo-machi, Toyama-shi, Toyama Pref., Honshu, Japan, on 2 May, 
2014.  カタビロハムシ♀成虫と寄主植物マルバアオダモ（モクセイ科）— a. 寄主の中央の若枝に産卵中の♀；b. ♀成
虫（拡大）；c. 寄主のひこばえ．数本の中央の若枝が産卵時に♀成虫によって切り落とされる；d. 同前（拡大）；e. 
産卵時に♀成虫によって切断された中央の若枝の直下に残された産卵孔（白矢印）．いずれも，2014年5月2日，富
山県富山市八尾町三田で観察． 
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降，詳細なことはあまり判っていないと言って良
いが，滝沢（1994）は 3 齢幼虫の記載を行い，尾
田（2003）は栃木県下における本種の生態に関す
る半世紀以上に及ぶ観察記録を纏めている．ハム
シ科に関する広範な研究を行ってこられたフラン
スの P. Jolivet 博士は，筆者に国際ハムシ科シンポ
ジウムの折や私信の中で，「カタビロハムシ属やホ
ソハムシ属 Syneta（ホソハムシ亜科 Synetinae）の
生活史を解明することは，日本のハムシ研究者の
義務である」と繰り返し強調しておられた．両属
とも，ハムシ科の高次分類や亜科以上の高次分類
群間の系統関係を考察する上で重要な群だからで
ある [ ホソハムシ属に関しては，Kurcheva (1967) 
の S. betulae (Fabricius, 1792) に関する研究と，Yu, 
Yang & Wang (1996) の S. adamsi Baly, 1877 に関する
研究がある ]．

以下，筆者による野外における観察結果に基づ
いて，富山県下における現在の生息状況を簡単に
述べておく．調査地点が充分ではないが，富山県
下では，低丘陵地から標高 1,000 m を超える中山帯
まで，かなり広範囲に生息している．成虫の活動
は，低丘陵地では 4 月中旬から 5 月中旬にかけて見
られ，高標高地では 7 月上旬に及ぶ．茨城県下で大
桃（1992）がコバノトネリコ [ 佐竹義輔他編 (1989) 
によれば，この和名はアオダモ F. lanuginose Koidz. 
f. serrata (Nakai) Murata を指すとされているが，同
図鑑におけるマルバアオダモ Fraxinus sieboldiana 
Blume を指していることが多いのではないかと考え
られる ] で観察しているように，富山県下でも，筆
者は低丘陵地のマルバアオダモのひこばえに多くの
成虫が集まっているのをしばしば観察している．成
虫は，寄主の新梢先端部を切り落とし，そこからの
滲出液を舐める．成虫に，マルバアオダモの新梢部
分を葉の付いた状態で与えたところ，葉も好食した
が，野外では葉を摂食するのを観察したことはな
い．富山県では，高標高地では，マルバアオダモ以
外にアオダモにも，本種特有のやり方で先端部が切
断された新梢が各所で観察されるが，筆者は中新川
郡上市町馬場島以外では成虫を観察していない．富
山県下では自然状態ではイボタノキ L. obtusifolium 
Sieb. et Zucc. はあまり見られず，成虫も採集したこ
とはない．♀ 成虫による新梢先端部の切断は，マル
バアオダモとアオダモでは，同じ枝の中心の新梢だ
けでなく，周囲の側枝にも施されるが，産卵孔は中
心の新梢のみの，切断部より 1–2cm 下に認められ
る．産卵孔の直下に，成虫の体サイズに比して相対
的にかなり小さな卵が 1 個のみ産下されている．産
卵確認後，時間の経過に従って産卵孔の下部の表皮

を剥ぎ取ると，髄部を摂食している幼虫を確認でき
る．幼虫は，ひじょうに短期間に急速に成長するよ
うで，筆者も 3 齢に達するところまで実験室内で飼
育に成功した．以上は，滝沢（1994）や尾田 (2003) 
などの報告内容ともほぼ一致する．日本産カタビ
ロハムシに関しては，直接に観察されたことはな
いようだが，中国産の近縁属 Temnaspis の数種の生
活史についての報告（Yu & Yang, 1994, Li, Liang & 
Liang, 2013）に基づけば，老熟幼虫は本種において
も寄主の茎より脱出し，その根元の土中に形成した
土窩の内部で蛹化するものと推定される．卵がひ
じょうに小さいにも関わらず，本種の卵巣小管数は
片側 7 本と少なく（Suzuki, 1974），幼虫が茎に潜孔
して髄部を食べるという，ハムシ科では本亜科とコ
ガネハムシ亜科 Sagrinae のみに見られる習性を反映
してか，比較的小卵少産型という独特の繁殖戦略
reproductive strategy を採っていると考えられる（cf. 
Suzuki & Hara, 1976）．

なお，カタビロハムシ亜科の生活史に関しては，
日本産カタビロハムシに関する断片的な情報以外，
生活史の全体像を窺い知ることのできる情報は 60
年 前 の Monrós (1954) に よ る 南 米 産 の Megalopus 
jacobyi Bruch, 1908 についての報告がほとんど唯
一 で あ っ た が， そ の 後，Santos [1981a, b; Schultz 
(1996) および Jolivet & Verma (2002) による ] による
南 米 産 の Agathomerus scellatus (Germer, 1824)，Yu 
& Yang (1994) による Temnaspis nankinea (Pic, 1914)，
Schultze (1996) に よ る ア フ リ カ 産 の Sphondylia 
tomentosa (Lacordaire, 1845), さらに Li, Liang & Liang 
(2013) による T. puae Li et H. B. Liang (2013) に関し
て，それぞれ生活史の概要や若齢期の形態などが
報告がされた．それらによると，弱齢期の生活習
性は，いずれも類似しているので，日本産のカタ
ビロハムシの生活史についても，それらの報告を
参照しつつ，改めて詳しく研究する土台が用意さ
れたと言えることを強調しておきたい．
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